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<巻頭言>

理性と感性の融合

一一美しいダムと水環境づくり一一

げて 田 敏 男喰

近代文明は，人びとに野くはることだけを強要し，知性や理性だけで自然をそして法的さえ

も征服できると考えさせ，また科学技術の発展は，さまざまなハイテク機器を恨み山して実JIJ

iIUで多大の成東をあげながらも，他方人111]の全体的信宅き方，とりわけ感性面での向己実現を

阻むものとなってきている 。 理性主義がIU~の rl'の判断基準となり，感性的なものや~.!.~:r~ ・ 怯↑!3

と|刻係のあるものは，理性より劣ったもの，あるいは理性とは関係のないものとしてさえ取り

扱われるようになった。人!日jの生み出すものは，一方では厳宿科学の規矩に準じた機能主義の

権化と，他方では占怒哀裂のtt'i念をよ長引した芸術作品とに分かれてしまった。機能美というの

をコぃ山したのは，結局はこのI'H性主義の破綻を結うために，もっと感性的なものを，人間の

はかにも耳i境にも，大切にし伝ければいけないという反約の現われで、あろう。

そこで，新しいIU:紀においては，科学技術面の取り組みだけでなく，もっと芸術等の感性的

とよものを i直税し振興しなければ伝らないと考える。いわゆるサイエンス アンド アートの時

代をつくることが要約されるであろう。

われわれJ)<不IJ構造物の計IIIII，没計に携わる科学技術者としても，貯水，1収ノ')<，導J)<，分J)<など

といったJ)<利施設としての本ぅ!EHviiiすべき機能のほかに，長観 |二も人びとに心地よい!必1UJを与

えることのできるようは本当に美しい柿造物，一一つまり理性と感性を融介させたよう俗文化

的工作物を創造するよう心掛けることが栂めて大切なことである。このようなことが，今後強

く要約されてくることであろう 。また，人びとが潤いのある12に世かな生前を実現するための

環境づくりに，きれいな水や美しい流れのあることが欠かせないことと思う。文明の進むにつ

れて，このような水の作在が益々重要になっている。そこで，貯水ダムや溜池，~fl廿工呼のit

設でできる水面や出illを工夫前川して，親水公悶やキャンフ場などを日IJ設し，快適与親ノk性の

'今~IIIJをつくりだすことが要唱されるのである。なお，このようなダムの呆ー観l設計や親水笠II¥Jづ

くりのための予t):が，同の公共事業においても計上でーきるように与ってきたことは評価される。

ところで，本当の“美しさ"という，その話のもともとの意味は r親が-fを，また夫保I'tが

互いに，かわいく思い，的愛を注ぐ心持ちを百う」のである。すなわち，情愛を注ぐ心持ちを

人II¥Jに生じさせるようなものでなければならない。向然と愛liを党えるような美しさである。

それは向然環境とも調布lするものとなろう。日ーい換えれば，物にそれ向体の客観的な英が宿る

だけではなく ，見る者，使う者に心地よい感動，居心地良さ，心はごむ温かさを与えるもので

なければはらない。物と人間が共的し，ふれ合うことが要求されるのである。感性に裂打ちさ

れた理性，人の心に訴えるゆるぎやあそびを物や工作物に備えさせる努力が今ほど必要とされ

るH寺代はないと考える。人II¥Jの感性に訴えるもの，人間への優しさを宿していなければ本当の
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美しさにはならないと汗えよう。作る側が理性と感性とを共に活性化させて.両者が作JIAのrl'
で融合された形で表刻する，それしか本当の美しさを感受させることはできない。物や工作物

と共に「生きる」という乙とであろう。これこそ英の哲学と申すべきではなかろうか。

さて，足般に工夫を施した取水ダム一一矧汁士として，京郷市嵐山の “ーの井ぜき"が挙げ

られる。渡)J陥のすぐ I~流に設けられた低いJ江口のせきである。ここで取水された水は， 洛西

川ノ'1<(数凶年の歴史をもっ占い川水て・ある)と呼ばれ桂から向円町を経て長岡京に至る，いわ

ゆる乙，VII'y.貯をかんがいする川水で，そのー行Iltよ村清fE自にも注がれている。 せきの所管は京都

けiで，これが1950年頃改修されることに与り，そのせきの構造や修員について検討された。iJ，(

山はよく知られる山水の13勝地であり，また昔から存秋には竜頭の舟を浮かべて_D:vJ絵巻を「与

引するところで，せき上げてフールされた/1<凶jというのは重要な意味をもっている。そこで改

修するせきのiktl~梢造は， コンクリー卜グラピティタイプとするが， r，I.るべく !こ|然行般に模す

るよう工夫することとし，出体コンクリートの1<túj に I宰硬な黒色の自然行を逆';J~ りすることに

した。またせき下流のウォータークッション部や沈床等の工法も工夫して快.豆に泊された。こ

のようにして改修されたー-の)1・ぜきは，自然;;:;:鋭によくマッチした取水ダムとして機能し今卜!

に主っている。

私の脳誕に残る美しい頭打工として， ドイツ ノ叶デルベルグのネッカj可に造られたiIft首工

がある。ハイ デルベルグの占城と Jtにその長観はぷIr~i らしい。また ， 1963年に完成した木白川

の犬山頭首工は， 絡別修員に配慮し，例窓工夫されており，国宝の犬山城や伊木山を水面に映

した崇色は，恰も “一幅の絵の如し"と観賞され，広く親しまれている。

っき、に，貯水ダムの長銀設計として特筆すべきは，フランスのローズランダム (1961年完成，

堤長806m，J}E体制94万d，貯水量一18，700万d，洪;1<流，ti:90m'!sec，A .コイン博上のt没計)

であろう。このダムは，谷の中央部に高さ 150mのアーチ行11を設け，その1，1，j仮IJにパットレスタ

イプの単体を向山内した複合ダムで，実に美しい。今から32"1うほどliij，このアーチとパットレス

のコンポジッ卜ダムを訪れ，その芙最を眼前にしたときの感動を今も忘れることはでき伝い。

またこの近くの地 ド発電所を見て感心したことは，発'，LUfrのホールにぷIII'Jらしい壁凶lが飾られ

ていたことである。当時ドゴーjレ政権のもと，アンドレ ・マンロ 一文化相らは，芸術，美術を

振興することによって，フランス国民の新事11を作興するのだという己とで，ダムや発氾f1r建t没

のよう必公共事業においても，施設の修民やE;i境整備のために投資する施策が行われているこ

とを聴き，感銘を受けたことを思い山す。近時訟が同においても，この極ダムの民観設計や;)<

環境等の整備に柏極的に取り組lむように伝ってきた二とは，よろこばしいことである。

おわりに，私の愛訓する"欽をJ1Jげて，このJ1I:文のむすびとしたい。:放の作者は不許であるが，

その日， J;( hll幌峨の広沢の池田l'でE泳まれたt料、 Jjの御 ;放と}~，う 。

うつるとも ) Jもおもはよ

うっすとも 水もおもはぬ

広沢のj也

無心の総l決を il"j徹する l;炊であるが， このJ1I.~心の境地に誘ってくれるのも，美しいノkを i~~えた

広沢の iiliであり ， すぐれたノ'l<.J-~i境であると日える 。

以上，美しいダムとノ'1<Jl_;V'ti:づくりについて竹見を述べたが，要は人びとの心に，うるおいや

412かな感性をリえることのできるようとよ水利柿造物を創造すること，つまり計IITlj設計に携わる

才?として，理性と感性とをJUこj円性化させて，それらが作品のrllで融合された形で表引できる

ことをもっとて犬してほしい。さらにこのことは，研究凶でも梢極的に取り組むべきことであ

ろう。


